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平成27年3月28日　人工芝生化新設工事竣工記念試合での選手宣誓
（太宰府梅林アスレチックスポーツ公園）

5月・６月定例（臨時）議会の日程（予定）

５月 7日（木） 第１回臨時会
13日（水） 第２回臨時会

６月 3日（水） 本会議（提案理由説明）
8日（月） 本会議（質疑・委員会付託）
10日（水） 総務文教常任委員会
11日（木） 建設経済常任委員会
12日（金） 環境厚生常任委員会
18日（木） 本会議（一般質問）
19日（金） 本会議（一般質問）
22日（月） 本会議（一般質問予備日）
24日（水） 本会議（報告・質疑・討論・採決）

（本会議は51名、委員会は12名まで傍聴できます）

議会を傍聴してみませんか
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予算審議の一部抜粋

一般会計		 	 	 	 	 ２４１億７，０１９万円

６特別会計	 	 	 	 	 １４７億１，１８１万６千円

２企業会計	 	 	 	 　	 　４９億４，００９万４千円

国民健康保険事業・後期高齢者医療・介護保険事業・住宅新築資金等貸付事業・
筑紫地区障害支援区分等審査会事業・筑紫地区介護認定審査会事業

水道事業会計・下水道事業会計

一般会計

一般会計

一般会計

一般会計 一般会計

一般会計

一般会計

一般会計

一般会計

防犯カメラの保守点検について

平成 26年度退職者数と平成 27年度新規
採用職員数は

自治基本条例制定にかかる業務委託料は
いくらかかったか、また会議の回数は　

備品購入費の普通自動車 624 万５千円
について

まほろば号運行状況について

松川グラウンドのトイレはどうなるのか

健康づくり推進費 398 万円の元気づく
りポイントについて市のホームページ、フェイスブックについて 公共施設白書はどうなっているか

ハードと SD カードのチェックを含めて年 1
回行います。

平成 26 年度退職は部長 3 名、課長 8 名、
その他 17 名で全体で 28 名です。平成 27
年度は 19 名新規採用します。フルタイム
の再任用が 14 人です。

合計 1,421 万円かかっています。市民会議
が 22 回、幹事会 48 回、審議会 22 回合計
92 回です。市長用車としてクラウンマジェスタの購入

を予定しています。

平成 25 年度年間乗車人員が 47 万 8 千人
です。運行経費が 1 億 8,733 万円、運賃収
入が 4,577 万円で、差し引き補助額が 1 億
4,156 万円です。1 人当たり運行費用が 392
円かかっています。

現在、トイレの工事を行っており、平成
27 年 3 月末に完了します。

新しく創設される元気づくりポイントは商
工会の商品券として 3,000 円を上限にかえ
ることが出来ます。それ以上のポイントに
ついても検討しています。

ホームページのレイアウトについては、ホームペー
ジの更新を平成 28 年 9 月に行うので、その時に
検討します。フェイスブックは導入の予定はあり
ません。ツイッターは運用しています。

平成 28 年度をめどに、公共施設等総合管
理計画の中で策定します。

Q

Q

Q

Q Q

Q

Q

Q

Q

A

A

A

介護保険事業特別会計
介護認定審査会の回数について

認定審査会は１週間に３日及び４日、19
時から 22 時まで行っています。

Q
AA A

A

A

A

A

　平成 27年度予算特別委員会が２月 25日・３月 13日・16日に開催さ
れ、一般会計、６特別会計、２公営企業会計について慎重に審議を行い、
３月 20日の本会議において、多数の賛成をもって原案のとおり可決
されました。

特 平成27年度   当初予算 原案可決集
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定例議会リポート3月
　平成 27 年第１回定例会を２月 25 日から３月 20 日まで、24 日間の会期で開催し、人事案件２件、
財産の取得１件、財産の処分１件、組合規約の変更１件、道路認定１件、条例の制定５件、条例の
廃止１件、条例の一部改正 15 件、一般会計補正予算 3 件、特別会計補正予算 3 件、請願１件、一
般会計予算１件、特別会計予算８件の審議を行いました。

    予　算
◆平成26年度一般会計補正予算（第７号）
　歳入歳出それぞれ２億 6,316 万円を追加し、歳入歳出予算の総額がそれぞれ 247 億 3,924 万３千円になりました。

費　目 予算額 歳　出　の　主　な　も　の

総務費 １億 4,257 万４千円 財政調整基金費（1億 3,072 万 5千円）…県道筑紫野古賀線道路改良事業に伴う市
有地売却代金 2 件と観世音寺地区公民館用地の払い下げによるため

民生費 １億 3,546 万 7 千円 生活保護事務関係費（4,399万 9千円）…生活保護費の決算額が確定したことにとも
ない、国へ清算返還を行うため

衛生費 200 万円 母子健康診査費（200万円）…妊婦健康診査委託料増額のため

消防費 ▲ 3,903 万３千円 常備消防費（4,306万 2千円）…筑紫野太宰府消防組合の歳出予算減額のため

教育費 2,215 万２千円 地区公民館関係費（2,215万 2千円）…観世音寺地区公民館建て替え用地売却による
代金を観世音寺区へ当時の出資比率に応じて返納するため

　主 な 条 例
◆太宰府古都・みらい基金条例の一部を改正する条例について
　同条例の適用期間が 3 月 31 日までだが、引き続き 3 年間の延長をするため
◆太宰府市立学童保育所設置条例の一部を改正する条例について
　入所希望者の増加に対応し、4 つの学童保育所の分割を行うため
◆太宰府市立保育所設置条例の一部を改正する条例について
　市立ごじょう保育所の移転新築、子ども子育て支援法と児童福祉法の改正に伴うため
◆太宰府市子育て支援センター条例の制定について
　総合子育て支援施設が建設され、新たに子育て支援センターが新設されるため

◆平成26年度一般会計補正予算（第８号）
　歳入歳出それぞれ２億 5,010 万円を追加し、歳入歳出予算の総額がそれぞれ 249 億 8,934 万３千円になりました。

費　目 予算額 歳　出　の　主　な　も　の

総務費 １億 4,080 万円

地方創生（健康づくり）事業費（805万円）…元気づくりポイント制度創設、体育
複合施設・市民プールまほろば号案内板設置のため
いきいき生活応援事業費（6,920 万円）…多子世帯、ひとり親低所得世帯、80 歳以
上の高齢者への生活支援のための商品券交付のため

商工費 3,140 万円 地域消費喚起事業費（3,140万円）…商工会プレミアム付商品券の助成のため

教育費 7,790 万円 中学校施設整備費（7,790万円）…太宰府中学校の大規模改修のため

◆平成27年度一般会計補正予算（第１号）
　国の補正予算の３月成立に伴い、平成 27 年度当初予算の一部を平成 26 年度補正予算（第８号）として予算計
上したため、歳入歳出それぞれ 9,600 万円を減額し、歳入歳出予算の総額がそれぞれ 240 億 7,419 万円になり
ました。

◆平成26年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）
　県からのインフルエンザ警報により１、２月の診療報酬給付費の不足が見込まれるおそれがあったため歳入歳
出それぞれ 8,791 万８千円を追加し、歳入歳出予算の総額がそれぞれ 88 億 466 万１千円になりました。

◆平成26年度水道事業会計補正予算（第２号）
　収益的支出の予定額に 761 万１千円を追加し、総額が 12 億 5,423 万６千円になりました。

◆平成26年度下水道事業会計補正予算（第１号）
　収益的支出の予定額に 386 万３千円を減額し、総額が 15 億 5,144 万２千円になりました。

　委員会審査
　
  各委員会における付託案件の審査結果は以下のとおりです。

委員会 議案番号 案　件　名 審　査　結　果

総務文教
常任委員会

議案第６号 太宰府市行政手続条例等の一部を改正する条例について 原案可決（全員一致）

議案第７号 太宰府市附属機関設置に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決（全員一致）

議案第８号 太宰府市特別職の職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決（全員一致）

議案第９号 太宰府市特別職報酬等審議会条例の一部を改正する条例について 原案可決（全員一致）

議案第10号 教育委員会教育長の給与及び勤務時間等に関する条例を廃止する条例について 原案可決（全員一致）

議案第11号 太宰府古都・みらい基金条例の一部を改正する条例について 原案可決（全員一致）

議案第12号 太宰府市立学童保育所設置条例の一部を改正する条例について 原案可決（全員一致）

議案第13号 太宰府市教育に関する事務の職務権限の特例に関する条例の一部を
改正する条例について 原案可決（全員一致）

議案第14号 太宰府市教育委員会委員定数条例の一部を改正する条例について 原案可決（全員一致）

議案第15号 太宰府市教育委員会教育長の勤務時間、休暇等及び職務専念義務の特
例に関する条例の制定について 原案可決（全員一致）

議案第24号 平成26年度太宰府市一般会計補正予算（第７号）について 原案可決（全員一致）

議案第37号 太宰府市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正す
る条例について 原案可決（全員一致）

議案第38号 太宰府市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例について 原案可決（全員一致）

請願第１号 太宰府市の中学校に専任の学校司書の配置を求める請願 採　　択（全員一致）

建設経済
常任委員会

議案第５号 市道路線の認定について 可　　決（全員一致）

議案第24号 平成26年度太宰府市一般会計補正予算（第７号）について 原案可決（全員一致）

議案第26号 平成26年度太宰府市水道事業会計補正予算（第２号）について 原案可決（全員一致）

議案第27号 平成26年度太宰府市下水道事業会計補正予算（第１号）について 原案可決（全員一致）

環境厚生
常任委員会

議案第８号 太宰府市特別職の職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決（全員一致）

議案第16号 太宰府市立保育所設置条例の一部を改正する条例について 原案可決（全員一致）

議案第17号 太宰府市介護保険条例の一部を改正する条例について 原案可決（全員一致）

議案第18号 太宰府市指定地域密着型サービスの事業者の指定に関する基準及び事業の
人員、設備及び運営の基準を定める条例の一部を改正する条例について 原案可決（全員一致）

議案第19号 太宰府市立小学校及び中学校施設使用料条例の一部を改正する条例について 原案可決（全員一致）

議案第20号 太宰府市子育て支援センター条例の制定について 原案可決（全員一致）

議案第21号 筑紫地区介護認定審査会事業特別会計条例の制定について 原案可決（全員一致）

議案第22号
太宰府市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護
予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基
準を定める条例の制定について

原案可決（全員一致）

議案第23号 太宰府市地域包括支援センターの包括的支援事業を実施するために
必要なものに関する基準を定める条例の制定について 原案可決（全員一致）

議案第24号 平成26年度太宰府市一般会計補正予算（第７号）について 原案可決（全員一致）

議案第25号 平成26年度太宰府市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）について 原案可決（全員一致）
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件数 議案番号 案　件　名 審査結果
1 諮問第１号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 適任
2 議案第１号 太宰府市固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて 同意
3 議案第３号 財産の処分（市有地）について 可決
4 議案第４号 福岡県市町村職員退職手当組合規約の変更について 可決
5 議案第５号 市道路線の認定について 可決
6 議案第６号 太宰府市行政手続条例等の一部を改正する条例について 原案可決
7 議案第７号 太宰府市附属機関設置に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決
8 議案第８号 太宰府市特別職の職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決
9 議案第16号 太宰府市立保育所設置条例の一部を改正する条例について 原案可決
10 議案第17号 太宰府市介護保険条例の一部を改正する条例について 原案可決

11 議案第18号 太宰府市指定地域密着型サービスの事業者の指定に関する基準及び事業の人員、設備及び運営の基準を定める条例の一部を改正する条例について 原案可決

12 議案第19号 太宰府市立小学校及び中学校施設使用料条例の一部を改正する条例について 原案可決
13 議案第20号 太宰府市子育て支援センター条例の制定について 原案可決
14 議案第21号 筑紫地区介護認定審査会事業特別会計条例の制定について 原案可決

15 議案第22号 太宰府市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の制定について 原案可決

16 議案第23号 太宰府市地域包括支援センターの包括的支援事業を実施するために必要なものに関する基準を定める条例の制定について 原案可決
17 議案第24号 平成26年度太宰府市一般会計補正予算（第７号）について 原案可決
18 議案第25号 平成26年度太宰府市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）について 原案可決
19 議案第26号 平成26年度太宰府市水道事業会計補正予算（第２号）について 原案可決
20 議案第27号 平成26年度太宰府市下水道事業会計補正予算（第１号）について 原案可決
21 議案第29号 平成27年度太宰府市国民健康保険事業特別会計予算について 原案可決
22 議案第30号 平成27年度太宰府市後期高齢者医療特別会計予算について 原案可決
23 議案第31号 平成27年度太宰府市介護保険事業特別会計予算について 原案可決
24 議案第32号 平成27年度太宰府市住宅新築資金等貸付事業特別会計予算について 原案可決
25 議案第33号 平成27年度筑紫地区障害支援区分等審査会事業特別会計予算について 原案可決
26 議案第34号 平成27年度筑紫地区介護認定審査会事業特別会計予算について 原案可決
27 議案第35号 平成27年度太宰府市水道事業会計予算について 原案可決
28 議案第36号 平成27年度太宰府市下水道事業会計予算について 原案可決
29 議案第37号 太宰府市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決
30 議案第38号 太宰府市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例について 原案可決
31 議案第39号 平成26年度太宰府市一般会計補正予算（第８号）について 原案可決
32 議案第40号 平成27年度太宰府市一般会計補正予算（第１号）について 原案可決
33 発議第1号 太宰府市議会委員会条例の一部を改正する条例について 原案可決

（個人ごとの表決結果を賛成○、反対×で表しています）

案
件

議案番号 案件名

議
決
結
果

公明党 宰光 新風 改革の会 新政会 市民ネット 共産党 無所属

1 議案第2号 財産の取得（史跡地）について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ×

2 議案第9号 太宰府市特別職報酬等審議会条例の一部を改正す
る条例について

原案
可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3 議案第10号 教育委員会教育長の給与及び勤務時間等に関する
条例を廃止する条例について

原案
可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 議案第11号 太宰府古都・みらい基金条例の一部を改正する条
例について

原案
可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 議案第12号 太宰府市立学童保育所設置条例の一部を改正する
条例について

原案
可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6 議案第13号 太宰府市教育に関する事務の職務権限の特例に関す
る条例の一部を改正する条例について

原案
可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 議案第14号 太宰府市教育委員会委員定数条例の一部を改正す
る条例について

原案
可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8 議案第15号 太宰府市教育委員会教育長の勤務時間、休暇等及び職
務専念義務の特例に関する条例の制定について

原案
可決 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9 議案第28号 平成 27年度太宰府市一般会計予算について 原案
可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

10 請願第1号 太宰府市の中学校に専任の学校司書の配置を求める請願 採択 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※橋本健議長は本会議における過半数議決では表決権を有しません。　※大田勝義議員は 10 月 31 日をもって議員を辞職されました。

※以下の会派名について、一部省略して記載しています。
公明党：公明党太宰府市議団　　改革の会：太宰府市政改革の会　　新政会：太宰府新政会
市民ネット：太宰府市民ネット　　　共産党：共産党太宰府市議団        

     

芦
刈
　
　
茂

藤
井
　
雅
之

神
武
　
　
綾

渡
邊
　
美
穂

村
山
　
弘
行

長
谷
川
公
成

原
田
久
美
子

門
田
　
直
樹

上
　
　
　
疆

後
藤
　
邦
晴

不
老
　
光
幸

佐
伯
　
　
修

小
栁
　
道
枝

陶
山
　
良
尚

小
畠
真
由
美

福
廣
　
和
美

賛否の分かれた議案

全会一致で可決した議案質問を行った議員名と質問項目、及び原則として最初の質問項目について（質問と回答の内容を要約）掲載しています。

　

市
が
政
策
を
策

定
す
る
基
本
計
画

な
ど
に
つ
い
て
、
市
民
か

ら
の
意
見
聴
取
の
た
め
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を

行
っ
て
い
る
。
最
近
で
は
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
計

画
、
高
齢
者
支
援
計
画
、
風

致
維
持
向
上
計
画
、
総
合
体

育
館
基
本
構
想
な
ど
が
あ
っ

た
が
、
広
く
市
民
の
声
を
聴

取
し
て
い
る
と
は
言
い
が
た

く
、
こ
の
結
果
で
政
策
を
策

定
し
て
も
、
果
た
し
て
市
民

の
声
が
反
映
さ
れ
て
い
る
の

か
、
疑
問
に
感
じ
る
。
市
民

の
方
か
ら
広
く
回
答
を
求
め

る
た
め
の
改
善
策
を
考
え
て

い
る
の
か
、
伺
う
。

部
長　

パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
の
趣

旨
、目
的
を
考
え
た
と
き
に
、

市
民
の
皆
様
に
こ
の
制
度
を

知
っ
て
い
た
だ
き
、
ご
活
用

い
た
だ
く
こ
と
は
、
市
と
し

て
も
大
変
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。今
後
と
も
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実

施
に
際
し
ま
し
て
は
、
広
報

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
市
民

の
皆
様
の
目
に
と
ま
る
よ
う

な
紙
面
づ
く
り
、
コ
ン
テ
ン

ツ
づ
く
り
に
努
め
ま
す
と
と

も
に
、
日
ご
ろ
か
ら
ま
ち
づ

く
り
に
興
味
を
持
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
情
報
発
信
に
努

め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。 問

問

Q

Q

A

A

市
民
の
意
見
は

本
当
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か

国
保
会
計
の
影
響
は

神
武　
　

綾

藤
井　

雅
之

議
員

議
員

　

国
民
健
康
保
険

税
に
つ
い
て
３
点

伺
う
。

①
今
冬
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
状
況
が
国
保
会
計
財
政
へ

影
響
が
あ
っ
た
の
か
、
ま
た

対
応
策
等
は
。

②
２
０
１
８
年
度
か
ら
国
民

健
康
保
険
の
運
営
を
都
道
府

県
に
移
管
す
る
案
が
厚
生
労

働
省
で
了
承
さ
れ
た
。現
在
、

加
入
者
の
方
へ
の
影
響
が
あ

る
の
か
。
ま
た
今
後
の
周
知

策
等
は
。

③
納
税
緩
和
措
置
や
市
独
自

の
制
度
は
あ
る
の
か
、
あ
る

な
ら
ば
適
用
さ
れ
て
い
る
基

準
等
も
伺
う
。

部
長
　

①
前
年
度
に
比
べ

患
者
は
少
な
く
、
大
き
な
国

保
会
計
へ
の
影
響
は
な
い
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。通
常
、

流
行
の
状
況
に
よ
り
保
険
給

付
費
が
増
え
た
場
合
は
、
必

要
に
応
じ
て
補
正
予
算
で
対

応
し
て
い
ま
す
。

②
県
が
示
す
標
準
保
険
料
率

を
参
考
に
市
で
税
率
を
定
め
、

周
知
に
つ
い
て
は
、
広
報
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
郵
送
も
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

③
納
税
の
緩
和
措
置
と
し
ま

し
て
は
、
納
税
相
談
時
に
生

活
の
状
況
な
ど
を
確
認
し
徴

収
猶
予
を
認
め
て
い
ま
す
。

市
独
自
の
制
度
と
し
ま
し
て

は
、
災
害
等
に
よ
り
生
活
が

著
し
く
困
難
と
な
っ
た
場
合

等
に
税
額
を
減
免
す
る
制
度

を
設
け
て
い
ま
す
。

◇パブリックコメントの実施
方法について

◇中学校の飲料水の確保につ
いて

◇国民健康保険税について

質問項目

質問項目

見　本
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星
ヶ
丘
保
育
園

横
の
交
差
点
に

つ
い
て
、
何
度
も
質
問
し

て
き
た
が
、
地
元
住
民
や

通
学
路
に
し
て
い
る
子
ど

も
た
ち
の
保
護
者
か
ら
も
、

信
号
機
設
置
の
要
望
が
高

ま
っ
て
い
る
。
信
号
設
置

に
進
展
が
な
い
の
な
ら
、
運

転
手
の
抑
止
力
や
地
域
の

安
全
性
を
高
め
る
た
め
に
、

交
差
点
内
に
防
犯
カ
メ
ラ

や
、
交
通
カ
メ
ラ
の
設
置

が
で
き
な
い
か
、
市
の
考

え
を
伺
う
。

部
長　

安
全
対
策

と
し
て
、
梅
香
苑

団
地
か
ら
高
雄
中
央
通
線

へ
向
か
う
急
な
下
り
坂
に

つ
い
て
は
、
黄
色
の
滑
り
止

め
舗
装
及
び
減
速
表
示
や

交
差
点
注
意
の
路
面
標
示

を
行
っ
て
い
ま
す
。
公
安

委
員
会
で
は
、
一
時
停
止
や

横
断
歩
道
あ
り
の
看
板
の
設

置
、
時
速
30
㎞
の
速
度
規
制

を
行
い
、
早
急
な
対
応
と
し

て
高
雄
中
央
通
線
の
優
先
を

わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
、

セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
の
白
線
を

交
差
点
内
ま
で
明
示
し
て
い

ま
す
。
交
通
カ
メ
ラ
は
交
通

渋
滞
が
頻
繁
に
発
生
す
る
箇

所
や
冠
水
の
危
険
が
あ
る
箇

所
に
設
置
し
て
お
り
、
こ
の

交
差
点
で
の
設
置
は
難
し
い

と
考
え
ま
す
。

問

問

Q

A

危
険
な
交
差
点
か
ら

子
ど
も
た
ち
を
守
れ

給
食
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
を

長
谷
川 

公
成

原
田 

久
美
子

議
員

議
員

　

学
校
給
食
に
つ

い
て
保
護
者
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
、
約
10
年
前
の
方
針
で
あ

る
ラ
ン
チ
サ
ー
ビ
ス
が
今
で

も
妥
当
な
の
か
、
そ
れ
と
も

完
全
給
食
を
考
え
て
い
く
時

期
に
あ
る
の
か
、
早
急
に
見

き
わ
め
る
時
期
で
は
な
い
の

か
。
小
学
校
の
給
食
に
係
る

予
算
と
同
じ
く
ら
い
中
学
校

に
予
算
を
か
け
、
中
学
校
も

完
全
給
食
を
目
指
す
べ
き
と

考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

部
長
　
中
学
校
ラ

ン
チ
サ
ー
ビ
ス
事

業
は
太
宰
府
市
中
学
校
給

食
・
少
子
高
齢
化
問
題
特
別

委
員
会
で
調
査
、検
討
さ
れ
、

そ
の
実
施
方
法
に
つ
い
て
は

生
徒
、
教
師
、
保
護
者
に
お

い
て
も
意
見
が
分
か
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
当
委
員
会
と

し
て
は
全
会
一
致
で
選
択
方

式
に
よ
る
給
食
を
導
入
す
べ

き
で
あ
る
と
の
報
告
を
受

け
、
平
成
18
年
12
月
か
ら
導

入
し
た
制
度
で
す
。
弁
当
を

持
参
で
き
な
い
と
き
に
は
、

安
全
・
安
心
で
栄
養
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
ラ
ン
チ
サ
ー
ビ

ス
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
本
事
業

の
啓
発
、
浸
透
化
に
努
め
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

Q

A

　

政
府
は
昨
年
11

月
に
成
立
し
た
、
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
に

基
づ
き
、
日
本
全
体
の
人
口
減

少
を
示
し
た
長
期
ビ
ジ
ョ
ン

と
地
方
創
生
の
た
め
の
今
後

５
年
間
の
総
合
戦
略
を
閣
議

決
定
し
た
。
２
０
１
４
年
度
補

正
予
算
の
目
玉
で
あ
る
地
域

住
民
生
活
等
緊
急
支
援
の
た

め
の
交
付
金
は
、
景
気
を
下
支

え
す
る
経
済
対
策
の
一
環
で
、

地
域
消
費
喚
起
・
生
活
支
援
型

２
５
０
０
億
円
・
地
方
創
生
先

行
型
１
７
０
０
億
円
の
２
種

類
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
地
方

創
生
に
向
け
た
本
市
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
2
点
伺
う
。

①
景
気
刺
激
策
と
し
て
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
券
の
発
行
を

②
地
方
版
総
合
戦
略
の
策
定

予
定
と
地
方
創
生
先
行
型
交

付
金
活
用
の
方
向
性
は
。

市
長　

今
回
の
地

方
創
生
に
つ
い
て

は
、
太
宰
府
市
で
仕
事
を
つ

く
り
、
人
を
つ
く
り
、
ま
ち

を
つ
く
る
と
い
う
理
に
か

な
っ
た
施
策
で
す
。
こ
の
機

会
を
逃
す
こ
と
な
く
健
康
づ

く
り
や
子
育
て
支
援
、
観
光

支
援
な
ど
実
情
に
あ
っ
た
地

方
版
の
総
合
戦
略
を
策
定
し

ま
す
。

部
長　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

は
、
プ
レ
ミ
ア
ム
率
20
％
に

し
た
お
買
物
券
２
億
円
と
プ

レ
ミ
ア
ム
率
10
％
の
住
宅
リ

問

問

Q

Q

A

A

地
方
創
生
戦
略
の
推
進
は

太
宰
府
の
魅
力
を

も
っ
と
国
内
外
へ

小
畠 

真
由
美

陶
山　

良
尚

議
員

議
員

　

①
総
務
省
と
観

光
庁
は
観
光
立
国

実
現
に
向
け
、
無
料
公
衆
無

線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
整
備
を
積
極
的

に
進
め
て
い
る
。
本
市
に
お

い
て
も
、
外
国
人
来
訪
者
を

含
め
、
情
報
発
信
や
観
光
地

の
説
明
、
災
害
時
の
避
難
誘

導
に
も
役
立
つ
と
考
え
る
。

今
後
、
前
向
き
な
検
討
が
必

要
と
思
う
が
市
の
考
え
は
。

②
積
極
的
な
観
光
政
策
と
し

て
、
市
が
独
自
に
フ
ィ
ル
ム

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
設
立
す
る

こ
と
で
、「
お
も
て
な
し
」

や
ま
ち
づ
く
り
へ
の
住
民
意

識
も
高
ま
り
、
経
済
効
果
も

生
ま
れ
る
と
考
え
る
。
若
手

職
員
で
市
の
魅
力
を
発
信
す

る
組
織
の
設
置
を
望
む
が
、

市
の
考
え
は
。

部
長
　

①
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
な
ど
に
向
け
外
国
人

観
光
客
へ
の
対
応
と
し
て
整

備
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
市
と
し
て
も
利
便
性
の

向
上
、
観
光
施
設
の
利
用
増

進
の
た
め
、
地
方
創
生
先
行

型
交
付
金
を
活
用
し
、
太
宰

府
館
、
観
光
案
内
所
な
ど
へ

の
設
置
を
検
討
し
て
い
ま

す
。
②
福
岡
都
市
圏
広
域
行

政
推
進
協
議
会
な
ど
で
構
成

さ
れ
る
福
岡
フ
ィ
ル
ム
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
連
携
し
、
取

り
組
み
、
昨
年
は
２
件
の
ド

ラ
マ
ロ
ケ
な
ど
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
後
は
、
事
業
を

と
り
ま
く
情
勢
な
ど
を
見
な

が
ら
検
討
課
題
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

◇星ヶ丘保育園横交差点につい
て

◇平成 25 年９月議会で質問をし
たゴミ袋の中サイズについて

◇地方創生戦略の推進につい
て

◇学校給食について
◇ＡＥＤの普及について

◇観光政策について

質問項目質問項目

質問項目質問項目

フ
ォ
ー
ム
工
事
券
１
億
円
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
低
所
得

や
多
子
世
帯
な
ど
へ
の
生
活

支
援
と
し
て
、
商
品
券
の
配

布
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
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　平成27年５月１日　　　　　　　　　　　　　　　143号

 

　

今
後
の
太
宰
府

市
の
ス
ポ
ー
ツ
振

興
を
ど
の
よ
う
な
方
向
性

を
も
っ
て
ど
の
よ
う
な
体

制
で
進
め
て
い
か
れ
る
の

か
。
ま
た
、
次
世
代
へ
と

つ
な
ぐ
ス
ポ
ー
ツ
と
健
康

に
関
す
る
未
来
構
想
に
つ

い
て
伺
う
。

市
長　

昨
年
の
４

月
に
機
構
改
革
を

行
い
、
地
域
健
康
部
を
新
設

し
、
関
係
所
管
の
連
携
を
し

た
取
り
組
み
を
現
在
、
実
施

し
て
い
ま
す
。
体
制
と
し
て

は
、
地
域
健
康
部
を
核
と
し

て
全
庁
的
な
広
が
り
を
持
た

せ
る
の
と
同
時
に
、
こ
れ
ま

で
の
太
宰
府
市
文
化
ス
ポ
ー

ツ
振
興
財
団
を
大
き
く
見
直

し
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
等
に

関
す
る
専
門
性
を
高
め
、
幅

広
い
事
業
展
開
が
で
き
る
よ

う
に
充
実
強
化
、
再
編
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
今
後
、
生
き
生
き
と
し

た
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
の
創
造

を
基
本
理
念
と
し
て
、
地
域

ス
ポ
ー
ツ
、
競
技
ス
ポ
ー
ツ

あ
る
い
は
青
少
年
の
ス
ポ
ー

ツ
の
３
つ
の
領
域
に
お
い

て
、
校
区
自
治
協
議
会
、
体

育
協
会
、
太
宰
府
よ
か
倶
楽

部
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
学

校
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を

図
り
、
太
宰
府
市
の
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
の
推
進
に
全
力
を
挙

げ
て
今
後
も
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

問

Q

A

積
極
的
な
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を

犯
罪
抑
止
力
の
向
上
を

後
藤　

邦
晴

上　
　
　

疆

議
員

議
員

　

防
犯
カ
メ
ラ
の

増
設
に
つ
い
て
３

点
伺
う
。
①
昨
年
末
に
西
鉄

都
府
楼
前
駅
の
駐
輪
場
で
新

車
の
自
転
車
が
盗
難
に
あ
っ

て
お
り
、
今
後
の
再
発
を
防

止
、
抑
制
す
る
た
め
に
防
犯

カ
メ
ラ
の
設
置
を
強
く
要
望

す
る
が
見
解
は
。
②
昨
年
６

月
議
会
の
一
般
質
問
に
お
い

て
、
東
中
学
校
通
学
路
の
防

犯
カ
メ
ラ
設
置
を
要
請
し
た

が
、
新
年
度
予
算
案
で
は
、

１
０
０
万
円
し
か
計
上
さ
れ

て
い
な
い
が
、
何
カ
所
設
置

す
る
予
定
か
。
③
市
民
の
安

全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
の

観
点
か
ら
、
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
は
急
務
で
あ
り
、
年
間

10
カ
所
程
度
増
設
、
予
算

１
０
０
０
万
円
は
必
要
で
は

な
い
か
。

部
長
　
①
防
犯
カ

メ
ラ
は
、
毎
年
設

置
し
て
お
り
、
今
年
度
も

西
鉄
都
府
楼
前
駅
の
ロ
ー

タ
リ
ー
に
１
基
２
台
を
設

置
し
ま
し
た
。
②
新
年
度
予

算
に
お
け
る
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
箇
所
数
で
す
が
、
予
算

額
１
０
０
万
円
で
1
カ
所
の

設
置
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。
③
今
後
の
増
設
に
つ
い

て
は
、
筑
紫
野
警
察
署
と
協

議
し
な
が
ら
、
毎
年
１
カ
所

ず
つ
の
増
設
を
考
え
て
い
ま

す
。
下
校
時
の
見
守
り
活
動

や
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
地

道
な
自
主
防
犯
活
動
も
継
続

し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

Q

A

　

国
の
食
料
自
給

率
は
３
割
程
度

で
、
市
に
お
い
て
は
国
の
率

よ
り
さ
ら
に
低
い
と
思
わ
れ

る
。自
治
体
に
お
い
て
漁
業
、

農
業
の
第
一
次
産
業
を
守
ら

な
け
れ
ば
、
食
糧
生
産
現
場

が
壊
滅
状
態
に
な
る
と
考
え

ら
れ
る
。
市
と
し
て
若
い
世

代
の
後
継
者
を
育
成
す
る
こ

と
を
含
め
具
体
的
な
政
策
を

考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

　

ま
た
、
農
業
委
員
会
に
女

性
が
い
な
い
。
農
業
の
担
い

手
に
は
女
性
も
お
り
、
そ
の

視
点
が
必
要
に
な
る
こ
と
が

あ
る
。

　

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
伺

う
。

部
長　

太
宰
府
市

は
都
市
型
近
郊
農

業
と
し
て
、
農
家
の
ほ
と
ん

ど
が
兼
業
で
農
業
を
営
ん
で

い
る
状
況
で
す
。

　

農
業
経
営
の
安
定
化
政
策

の
根
幹
と
な
る
経
営
所
得
安

定
対
策
の
活
用
促
進
は
、
作

付
拡
大
及
び
農
家
の
経
営
支

援
を
行
う
こ
と
で
農
家
の
所

得
向
上
に
つ
な
げ
ま
す
。
ま

た
筑
紫
地
区
営
農
推
進
協
議

会
で
は
、
ち
く
し
農
業
塾
、

営
農
経
営
者
座
談
会
を
開
催

し
、
地
域
の
課
題
等
を
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

女
性
農
業
委
員
の
登
用
は
、

平
成
25
年
の
改
選
時
協
議
し

ま
し
た
が
、
登
用
に
至
っ
て

い
ま
せ
ん
。
今
後
と
も
地
域

の
協
議
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

問

Q

A

市
の
農
業
を
守
れ
る
の
か

は
た
し
て
本
当
に
必
要
か

渡
邊　

美
穂

芦
刈　
　

茂

議
員

議
員

　

さ
い
ふ
ま
い
り

の
道
沿
道
環
境
整

備
工
事
（
市
役
所
玄
関
前
ア

プ
ロ
ー
チ
）
に
つ
い
て
、
こ

れ
ほ
ど
大
が
か
り
な
も
の
を

つ
く
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か

伺
う
。

部
長
　
事
業
内
容

と
し
て
は
、
市
庁

舎
北
側
の
県
道
が
江
戸
時
代

か
ら
続
く
太
宰
府
天
満
宮
詣

で
道
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
太
宰
府
固
有

の
歴
史
的
な
景
観
の
再
現
と
、

さ
い
ふ
ま
い
り
の
道
の
姿
を

イ
メ
ー
ジ
し
て
も
ら
え
る
よ

う
な
解
説
板
な
ど
の
整
備
、

来
庁
者
の
利
便
性
向
上
の
た

め
の
工
事
で
す
。
工
事
概
要

と
し
て
は
、
①
バ
ス
停
や
身

体
障
が
い
者
用
の
駐
車
場
か

ら
雨
に
ぬ
れ
る
こ
と
な
く
来

庁
で
き
る
よ
う
、
総
延
長
約

１
０
０
ｍ
の
屋
根
を
設
置
。

②
歩
行
者
用
の
手
す
り
や
視

覚
障
が
い
者
誘
導
ブ
ロ
ッ
ク

の
設
置
。
③
市
民
の
憩
い
の

場
と
な
る
よ
う
な
空
間
創
出

の
た
め
の
ベ
ン
チ
設
置
等
で

す
。
総
事
業
費
と
し
て
は
、

設
計
監
理
、
工
事
及
び
消
費

税
な
ど
を
含
め
７
７
０
０
万

円
を
予
算
計
上
し
、
国
の
補

助
金
２
６
９
５
万
円
、
交
付

税
措
置
が
な
さ
れ
る
起
債
２

４
２
５
万
５
０
０
０
円
、
が

ん
ば
る
地
域
交
付
金
１
８
０

０
万
円
と
な
り
、
市
独
自
の

負
担
は
、
７
７
９
万
５
０
０

０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◇スポーツ振興のあり方と未
来構想について

◇本市の農業政策について
◇榎寺地域の雨水排水計画につ

いて
◇中学校のクラブ活動について

◇防犯カメラの増設について◇市役所玄関アプローチについて
◇総合体育館について
◇パブリックコメントについて
◇まち・ひと・しごと創生法に

ついて

質問項目質問項目

質問項目質問項目

問

Q

A
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特
別
委
員
会
委
員
長
報
告

　平成27年５月１日　　　　　　　　　　　　　　　143号

　平成23年６月24日に第１回委員会を開催し、議員半数の９名でスタートし、これまで委員会15回、
協議会８回を行なってきました。平成23年10月９日には地元に出向き関係団体の皆様と意見交換を行
うなど、佐野東地区まちづくり及び（仮称）ＪＲ太宰府駅設置の推進に努めてきました。
　結論としましては、執行部より地元に対し対象地区の整備案を提示していくこととなり、委員会とい
たしましてはその経過を見守ることといたしました。
　今後は関係者団体と積極的に協議を進め、具体的な作業が実効性あるものになるよう切に願いなが
ら、委員長報告とします。

　平成24年３月議会において、総合体育館の建設に関する諸問題の調査研究を行う「総合体育館建設
問題特別委員会」が設置され、およそ３年間で委員会12回、小委員会4回、協議会1回行い、調査研究を
重ねてきました。
　賛否両論の声がある中での建設となりましたが、やはり建設してよかったと後年思われるよう、ま
た道路アクセス、渋滞緩和などの早急な対策を求め、委員長報告とします。

太宰府市議会事務局　〒 818-0198　福岡県太宰府市観世音寺一丁目 1 番 1 号　☎ 092（921）2121（代表）
ホームページアドレス   http://www.city.dazaifu.lg.jp

◇
編
集
後
記
◇

　

こ
の
号
で
今
期
最
後
の
発
行
と
な

り
ま
す
。

　

議
会
広
報
特
別
委
員
会
設
置
当
初
、

２
期
目
の
議
員
２
名
、
１
期
目
の
議
員

４
名
と
（
副
議
長
除
く
）
非
常
に
若

い
メ
ン
バ
ー
構
成
で
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。「
議
会
改
革
は
議
会
広
報
か
ら
」

と
い
う
合
言
葉
で
、
愛
さ
れ
る
議
会
広

報
づ
く
り
を
目
指
し
ま
し
た
。
こ
の
４

年
間
で
２
度
視
察
に
行
か
せ
て
い
た

だ
き
、
他
市
町
の
議
会
広
報
に
対
す
る

取
り
組
み
や
紙
面
構
成
の
作
成
等
を

参
考
に
し
、
い
か
に
市
民
の
皆
様
に
興

味
を
持
っ
て
読
ん
で
い
た
だ
け
る
の

か
を
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
大
き
く
変

革
し
、
作
成
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

４
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
（
委
員
一
同
）

議
会
広
報
委
員
会

委
員
長　
　
　

長
谷
川　

公
成

副
委
員
長　
　
　

小
畠　

真
由
美

委
　

員　
　
　

福
廣　
　

和
美

委
　

員　
　
　

藤
井　
　

雅
之

委
　

員　
　
　

芦
刈　
　
　

茂

委
　

員　
　
　

神
武　
　
　

綾

委
　

員　
　
　

陶
山　
　

良
尚

4年間ありがとうございました
　議会広報特別委員会委員一同

総合体育館建設問題特別委員会委員長報告

佐野東地区まちづくり及び
（仮称）ＪＲ太宰府駅設置特別委員会委員長報告

～委員の紹介～

左から、芦刈茂委員、藤井雅之委員、
長谷川公成委員長、小畠真由美副委員長、
神武綾委員、福廣和美委員、陶山良尚委員


